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Ａ－５【中学校 数学科】 

唐津市立鏡中学校 教諭 福山 賢二 

〈キーワード〉 ①ＴＴによる支援  ②「学び合い」の学習活動  ③問題解決的な授業 

 

１ 研究の目標 

  ＴＴ授業において，問題解決的な授業を取り入れ，グループ別の「学び合い」の学習活動を通して

基礎学力を定着させる指導の在り方を探る。 

 

２ 目標設定の理由 

平成18年度佐賀県小・中学校学習状況調査では，約90％の中学校で数学のＴＴ授業を行い，その中

の約80％はＴ１の一斉授業をＴ２が個別指導により補佐する指導形態であった。しかし，平成19年度

基礎学力向上のためのＴＴ非常勤講師配置校説明資料からは，「ＴＴ授業が分かりやすい。」，「ＴＴ授

業が楽しい。」という２つの項目で，教師と生徒の意識の差が約30ポイント見られる。この意識の差を

埋めることが佐賀県の中学校数学における課題と考える。 

また，教師が「教える生徒の人数が減る。」「30名程の生徒を２人の教師で担当する。」ことに満足し

ているのに対して，生徒は従来の知識習得に偏った授業だけではなく，自分の学習状況に応じて自分

なりに考え，それを発表し合って問題を解決するような授業を望んでいることも，本調査から明らか

である。 

この課題を解決するためには，授業の中に生徒が主体的に問題解決に取り組む活動や，その問題解

決において自分の考えを他者と交流させ理解を深める活動を取り入れることが必要である。また，生

徒の主体的な活動を支えるためには，活動における一人一人の様子を正確に見取り，その状況に応じ

た適切な指導することが重要になり，それはＴＴ授業を効果的に実施することで可能になると考える。 

  そこで本研究では，問題解決的な授業を取り入れ，問題解決の過程でグループ別の「学び合い」の

学習活動の場面を設定する。さらに，これらの活動を複数の教員で支援していくＴＴ指導の在り方を

探る。このようなＴＴ授業を実践することで，生徒の学ぶ意欲を高めるとともに，生徒の相互作用に

よる理解の深まりが期待でき，基礎学力の定着につながると考え，本目標を設定した。 

 

３ 研究の仮説 

  ＴＴ授業において，次のような手立てを取れば，基礎学力の定着を図ることができるであろう。 

 ① 授業の展開において，問題解決的な学習を取り入れ，生徒が主体的に考え発表し合う学習活動の

場を設定する。 

 ② 問題解決の場面で，グループ別の「学び合い」の学習活動を行う。 

 ③ 問題解決における生徒の主体的な活動や，グループ別の「学び合い」の学習活動をＴＴ授業で支

援する。 

基礎学力を「自分で課題を見付け，自ら学び，主体的に判断し，行動し，よりよく問題解決する

とき，それらを支える基礎的な力」ととらえ，その基礎学力を身に付けさせることができる効果的

な数学科のＴＴの授業を模索した。具体的には，生徒の主体的な活動を促すために，問題解決的な

授業の展開を考え，その展開の中にグループ別の「学び合い」の学習活動を取り入れた。そして，

生徒の活動を支えるＴＴの支援の在り方を研究した。その結果，授業で生徒の主体的な活動が見ら

れるとともに，学習内容の理解にもつながった。 

要  旨 
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４ 研究の内容と方法 

(1) 効果的なＴＴ指導・問題解決的な授業に関する文献や資料を基に理論研究や教材研究を行う。 

(2) 「学び合い」を取り入れた指導法について先行文献や資料を基に理論研究や教材研究を行う。 

(3) 授業における検証を行う。（第１学年「比例と反比例」） 

(4) 研究の成果と課題をまとめる。 

 

５ 研究の実際 

 (1) 文献による理論研究 

本研究では「基礎学力」を「自分で課題を見付け，

自ら学び，主体的に判断し，行動し，よりよく問題解

決するとき，それらを支える基礎的な力」ととらえた。

このような「基礎学力」を数学に照らし合わせてみる

と，「問題に対して関心をもち，その中に含む課題を見

付け，それを数理的に処理して，問題を解決する力」

となる。この基礎学力を育成するためには，従来の一

斉授業ではなく，生徒が主体的に活動できる授業が必

要だと考えた。そこで，ＴＴによる「学び合い」の学

習活動を取り入れた問題解決的な授業を構想した。問

題解決的な授業では，生徒が問題に出会い，問題の中

に課題を見いだし，その問題を解決する中で，新たな

知識や技能，数学的な見方や考え方を身に付けることができる。また，その解決の過程でグループ

別の「学び合い」の学習活動を取り入れることで，生徒は，互いの意見や考えを理解し合い，大切

にしながら交流し，理解を深めることができる。さらに，その授業をＴＴで指導することで，生徒

の一人一人を詳しく観察し，それに基づいて適切に支援することが可能になり，生徒の主体的な活

動を支えることができると考えた（図１）。 

 (2) 実践化への手立て 

  ア ＴＴにおける問題解決的な授業のモデル作成 

    ＴＴにおける「問題解決的な授業」をモデル

化した（図２）。問題解決的な授業の展開をパタ

ーン化し，それぞれの学習段階における手立て

と，生徒の主体的な活動を支援するＴＴのタイ

プを考えた。 

  イ 問題解決的な授業に対する手立て 

問題解決的な授業では，生徒と問題との出会

いが大切である。そこで，問題設定では，「問題

の程度が生徒の興味・関心と学力に応じていること」「これからの学習内容や数学的に価値のある

内容が含まれていること」「多様な考え方につながること」の３つの観点ができるだけ含まれる問

題を設定して，生徒の意欲的な活動につなげた。また，授業展開のまとめでは，「学び合い」で深

まった意見や考えを，学級全体で共有化させることも大切になる。ただ，全体の場で意見や考え

をまとめさせると発表できない生徒が出てくると予想される。そこで，発表で出された他のグル

ープの意見に対する質問や付け足しの考えを，再びグループで検討させる。これにより，集団で

よりよい考え方へとまとめる活動に生徒が参加する機会を増やしていった。 

図１ 研究の全体構想 
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   ウ 「学び合い」の学習活動に対する手立て 

      「問題解決的な授業」の中に，個

人解決後のグループ別の「学び合い」

の学習活動を設定する。「学び合い」

の学習活動ではグループ内の交流が

重要になる。そこで，交流が深まる

手立てとして，３つの手立てを考え

た。１つ目の手立ては，「学び合い」

の学習活動のオリエンテーションの

実施である。オリエンテーションで

は，「学び合い」の学習活動の目的と

活動のルールを知らせた。２つ目の

手立ては，グループ編成の工夫であ

る。学級の生活班を生かした班を編

成し，男女混合の３人～４人の班と

５人～６人の班で検証授業を行った。これは，生活班を活用す

ることで，授業でスムーズに班が作ることができることや，班

の構成人数で活動がどのように変化するかを検証するためであ

る。３つ目の手立ては，「学び合い」の学習活動に対するＴＴに

よる支援である。２人の教師がグループを観察する共通の視点

と，それに基づく具体的な支援を設定して，ＴＴによる効率的

な支援を目指した。共通の視点には，西川純が述べている班員

の会話による班活動の分類法を参考に作成した（図３）。 

(3) 授業による検証 

 ア 単元名 比例と反比例 

 イ 単元目標  

      具体的な事象の中にある伴って変わる二つの数量に注目し， 

比例と反比例の関係を見いだし，その変化や対応の様子を考察

することを通して理解を深め，利用できるよう

にする。 

   ウ 検証授業Ⅰ（比例と反比例の導入：１時間） 

    (ｱ)  授業の流れ 

       「比例と反比例」の単元の導入において，

問題解決的な授業のモデルに照らし合わせた

検証授業を実践した（図４）。生徒が６つのブ

ラックボックスの規則性を表，式，グラフに

表し，その３つから共通の特徴を考え，グル

ープ分けして比例に対する理解を深めたこと

が授業のポイントである。 

(ｲ)  問題解決的な授業に対する手立ての有効性 

検証授業における問題の設定は次の二つの

ことを考慮した。１つ目は，本時の授業目標である「伴って変わる二つの数量の関係を，表， 

図５ 検証授業Ⅰの問題 
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図４ 検証授業Ⅰの流れ 

比例比例比例比例とととと反比例反比例反比例反比例とととと関数関数関数関数
をををを含含含含むむむむ６６６６問問問問ののののブラックボッブラックボッブラックボッブラックボッ
クスクスクスクスのののの規則性規則性規則性規則性をををを考考考考ええええ，，，，それそれそれそれ
らをらをらをらを表表表表・・・・式式式式・・・・グラフグラフグラフグラフにににに表表表表しししし
てててて，，，，仲間分仲間分仲間分仲間分けをするけをするけをするけをする。。。。

問題提示問題提示問題提示問題提示

自力解決自力解決自力解決自力解決 個人個人個人個人でででで問題解決問題解決問題解決問題解決をするをするをするをする。。。。
分分分分からないところはからないところはからないところはからないところは，，，，このこのこのこの
後後後後ののののグループグループグループグループ活動活動活動活動でででで解決解決解決解決すすすす
るるるる。。。。

学学学学びびびび合合合合いいいい ６６６６つのつのつのつのブラックボックスブラックボックスブラックボックスブラックボックス
のはたらきをのはたらきをのはたらきをのはたらきを表表表表・・・・式式式式・・・・グラグラグラグラ
フフフフにににに表表表表してみてしてみてしてみてしてみて，，，，共通点共通点共通点共通点をををを
見付見付見付見付けけけけ，，，，どのようにどのようにどのようにどのように仲間分仲間分仲間分仲間分
けできるかけできるかけできるかけできるかグループグループグループグループでででで話話話話しししし
合合合合うううう。。。。仲間分仲間分仲間分仲間分けしたときはけしたときはけしたときはけしたときは,

そのそのそのその理由理由理由理由までまでまでまで考考考考えるえるえるえる。。。。

まとめまとめまとめまとめ 学学学学びびびび合合合合いをいをいをいを終終終終えてのえてのえてのえての自分自分自分自分
のののの考考考考えをまとめえをまとめえをまとめえをまとめ，，，，発表発表発表発表するするするする。。。。
まとめからまとめからまとめからまとめから比例比例比例比例についてについてについてについて知知知知
るるるる。。。。
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るるるる。。。。

2
axy====

図３ 共通の視点とそれに基づく共通の支援 

互互互互いにいにいにいに「「「「経験経験経験経験についてのについてのについてのについての考考考考ええええ（（（（知知知知
識識識識）」）」）」）」をををを説明説明説明説明しししし合合合合いいいい，，，，交流交流交流交流するするするする。。。。納納納納
得得得得するまでするまでするまでするまで対話対話対話対話しようとするしようとするしようとするしようとする。。。。

経験交換経験交換経験交換経験交換ケースケースケースケース

互互互互いにいにいにいに「「「「経験経験経験経験についてのについてのについてのについての考考考考ええええ（（（（知知知知

識識識識）」）」）」）」をををを述述述述べるがべるがべるがべるが交流交流交流交流がががが浅浅浅浅いいいい。。。。意見意見意見意見
のののの対立対立対立対立をををを避避避避けけけけ，，，，どちらかがどちらかがどちらかがどちらかが同調同調同調同調しししし，，，，
安易安易安易安易にににに合意合意合意合意するするするする。。。。

安易安易安易安易なななな合意合意合意合意ケースケースケースケース

互互互互いのいのいのいの「「「「経験経験経験経験についてのについてのについてのについての考考考考ええええ（（（（知知知知
識識識識）」）」）」）」をををを強制的強制的強制的強制的にににに排除排除排除排除またはまたはまたはまたは，，，，無視無視無視無視
するするするする。。。。断定的断定的断定的断定的なななな対話対話対話対話でででで言言言言いいいい合合合合いをすいをすいをすいをす
るるるる。。。。

強制強制強制強制ケースケースケースケース

課題課題課題課題とととと無関係無関係無関係無関係なななな対話対話対話対話をしているをしているをしているをしている。。。。
対話数対話数対話数対話数がががが少少少少ないないないない。。。。互互互互いのいのいのいの「「「「経験経験経験経験につにつにつにつ
いてのいてのいてのいての考考考考ええええ（（（（知識知識知識知識）」）」）」）」にににに関心関心関心関心がなくがなくがなくがなく
交流交流交流交流をををを求求求求めないめないめないめない。。。。

無関心無関心無関心無関心ケースケースケースケース

直接的直接的直接的直接的なななな支援支援支援支援はははは行行行行わないがわないがわないがわないが，，，，生徒間生徒間生徒間生徒間のののの対対対対
話話話話でどのようなでどのようなでどのようなでどのような交流交流交流交流があっているかをがあっているかをがあっているかをがあっているかをメモメモメモメモ
にににに残残残残すすすす。。。。そのそのそのそのメモメモメモメモをををを全体全体全体全体にににに紹介紹介紹介紹介してしてしてして，，，，他他他他のののの
班班班班のののの活動活動活動活動のののの参考参考参考参考になるようにするになるようにするになるようにするになるようにする。。。。

他他他他のののの方法方法方法方法でででで解決解決解決解決できないかできないかできないかできないか,,,,教師側教師側教師側教師側でででで質質質質
問問問問をををを投投投投げげげげ掛掛掛掛けるけるけるける。。。。またまたまたまた,,,,個人解決個人解決個人解決個人解決でよいでよいでよいでよい考考考考
えをもっているのにえをもっているのにえをもっているのにえをもっているのに,,,,他他他他のののの班員班員班員班員にににに意見意見意見意見をををを出出出出
せないせないせないせない子子子子どもがいたらどもがいたらどもがいたらどもがいたら,,,,「「「「○○○○○○○○さんがみんさんがみんさんがみんさんがみん
なとなとなとなと違違違違ったったったった考考考考えをもっているよえをもっているよえをもっているよえをもっているよ。」。」。」。」というというというという

声掛声掛声掛声掛けでけでけでけで，，，，班班班班のののの交流交流交流交流をををを深深深深めるめるめるめる。。。。

一人一人一人一人のののの意見意見意見意見をををを押押押押しししし付付付付けられているけられているけられているけられている可能性可能性可能性可能性
があるのでがあるのでがあるのでがあるので，，，，全員全員全員全員がそのがそのがそのがその考考考考ええええ方方方方をををを十分十分十分十分にににに納納納納
得得得得したかしたかしたかしたか教師教師教師教師がががが確認確認確認確認をするをするをするをする。。。。またまたまたまた，，，，個人解個人解個人解個人解
決決決決でででで別別別別のののの方法方法方法方法でででで解決解決解決解決しているしているしているしている班員班員班員班員がいたらがいたらがいたらがいたら,,,,
そのそのそのその班員班員班員班員のののの考考考考えもえもえもえも聞聞聞聞くようにくようにくようにくように提案提案提案提案するするするする。。。。
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問問問問をしてをしてをしてをして，「，「，「，「学学学学びびびび合合合合いいいい」」」」ののののモデルモデルモデルモデルをををを班員班員班員班員にににに
見見見見せるせるせるせる。。。。またまたまたまた，，，，教師教師教師教師がががが司会役司会役司会役司会役となってとなってとなってとなって活動活動活動活動
をををを促促促促すすすす。。。。

互互互互いにいにいにいに「「「「経験経験経験経験についてのについてのについてのについての考考考考ええええ（（（（知知知知
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得得得得するまでするまでするまでするまで対話対話対話対話しようとするしようとするしようとするしようとする。。。。

経験交換経験交換経験交換経験交換ケースケースケースケース

互互互互いにいにいにいに「「「「経験経験経験経験についてのについてのについてのについての考考考考ええええ（（（（知知知知

識識識識）」）」）」）」をををを述述述述べるがべるがべるがべるが交流交流交流交流がががが浅浅浅浅いいいい。。。。意見意見意見意見
のののの対立対立対立対立をををを避避避避けけけけ，，，，どちらかがどちらかがどちらかがどちらかが同調同調同調同調しししし，，，，
安易安易安易安易にににに合意合意合意合意するするするする。。。。

安易安易安易安易なななな合意合意合意合意ケースケースケースケース

互互互互いにいにいにいに「「「「経験経験経験経験についてのについてのについてのについての考考考考ええええ（（（（知知知知

識識識識）」）」）」）」をををを述述述述べるがべるがべるがべるが交流交流交流交流がががが浅浅浅浅いいいい。。。。意見意見意見意見
のののの対立対立対立対立をををを避避避避けけけけ，，，，どちらかがどちらかがどちらかがどちらかが同調同調同調同調しししし，，，，
安易安易安易安易にににに合意合意合意合意するするするする。。。。

安易安易安易安易なななな合意合意合意合意ケースケースケースケース

互互互互いのいのいのいの「「「「経験経験経験経験についてのについてのについてのについての考考考考ええええ（（（（知知知知
識識識識）」）」）」）」をををを強制的強制的強制的強制的にににに排除排除排除排除またはまたはまたはまたは，，，，無視無視無視無視
するするするする。。。。断定的断定的断定的断定的なななな対話対話対話対話でででで言言言言いいいい合合合合いをすいをすいをすいをす
るるるる。。。。

強制強制強制強制ケースケースケースケース

互互互互いのいのいのいの「「「「経験経験経験経験についてのについてのについてのについての考考考考ええええ（（（（知知知知
識識識識）」）」）」）」をををを強制的強制的強制的強制的にににに排除排除排除排除またはまたはまたはまたは，，，，無視無視無視無視
するするするする。。。。断定的断定的断定的断定的なななな対話対話対話対話でででで言言言言いいいい合合合合いをすいをすいをすいをす
るるるる。。。。

強制強制強制強制ケースケースケースケース

課題課題課題課題とととと無関係無関係無関係無関係なななな対話対話対話対話をしているをしているをしているをしている。。。。
対話数対話数対話数対話数がががが少少少少ないないないない。。。。互互互互いのいのいのいの「「「「経験経験経験経験につにつにつにつ
いてのいてのいてのいての考考考考ええええ（（（（知識知識知識知識）」）」）」）」にににに関心関心関心関心がなくがなくがなくがなく
交流交流交流交流をををを求求求求めないめないめないめない。。。。

無関心無関心無関心無関心ケースケースケースケース

課題課題課題課題とととと無関係無関係無関係無関係なななな対話対話対話対話をしているをしているをしているをしている。。。。
対話数対話数対話数対話数がががが少少少少ないないないない。。。。互互互互いのいのいのいの「「「「経験経験経験経験につにつにつにつ
いてのいてのいてのいての考考考考ええええ（（（（知識知識知識知識）」）」）」）」にににに関心関心関心関心がなくがなくがなくがなく
交流交流交流交流をををを求求求求めないめないめないめない。。。。

無関心無関心無関心無関心ケースケースケースケース

直接的直接的直接的直接的なななな支援支援支援支援はははは行行行行わないがわないがわないがわないが，，，，生徒間生徒間生徒間生徒間のののの対対対対
話話話話でどのようなでどのようなでどのようなでどのような交流交流交流交流があっているかをがあっているかをがあっているかをがあっているかをメモメモメモメモ
にににに残残残残すすすす。。。。そのそのそのそのメモメモメモメモをををを全体全体全体全体にににに紹介紹介紹介紹介してしてしてして，，，，他他他他のののの
班班班班のののの活動活動活動活動のののの参考参考参考参考になるようにするになるようにするになるようにするになるようにする。。。。

他他他他のののの方法方法方法方法でででで解決解決解決解決できないかできないかできないかできないか,,,,教師側教師側教師側教師側でででで質質質質
問問問問をををを投投投投げげげげ掛掛掛掛けるけるけるける。。。。またまたまたまた,,,,個人解決個人解決個人解決個人解決でよいでよいでよいでよい考考考考
えをもっているのにえをもっているのにえをもっているのにえをもっているのに,,,,他他他他のののの班員班員班員班員にににに意見意見意見意見をををを出出出出
せないせないせないせない子子子子どもがいたらどもがいたらどもがいたらどもがいたら,,,,「「「「○○○○○○○○さんがみんさんがみんさんがみんさんがみん
なとなとなとなと違違違違ったったったった考考考考えをもっているよえをもっているよえをもっているよえをもっているよ。」。」。」。」というというというという

声掛声掛声掛声掛けでけでけでけで，，，，班班班班のののの交流交流交流交流をををを深深深深めるめるめるめる。。。。

一人一人一人一人のののの意見意見意見意見をををを押押押押しししし付付付付けられているけられているけられているけられている可能性可能性可能性可能性
があるのでがあるのでがあるのでがあるので，，，，全員全員全員全員がそのがそのがそのがその考考考考ええええ方方方方をををを十分十分十分十分にににに納納納納
得得得得したかしたかしたかしたか教師教師教師教師がががが確認確認確認確認をするをするをするをする。。。。またまたまたまた，，，，個人解個人解個人解個人解
決決決決でででで別別別別のののの方法方法方法方法でででで解決解決解決解決しているしているしているしている班員班員班員班員がいたらがいたらがいたらがいたら,,,,
そのそのそのその班員班員班員班員のののの考考考考えもえもえもえも聞聞聞聞くようにくようにくようにくように提案提案提案提案するするするする。。。。

問題解決問題解決問題解決問題解決しているしているしているしている生徒生徒生徒生徒にににに教師教師教師教師がががが「「「「どうどうどうどう
やってやってやってやって，，，，そのそのそのその答答答答えをえをえをえを出出出出したのしたのしたのしたの。」。」。」。」というというというという質質質質
問問問問をしてをしてをしてをして，「，「，「，「学学学学びびびび合合合合いいいい」」」」ののののモデルモデルモデルモデルをををを班員班員班員班員にににに
見見見見せるせるせるせる。。。。またまたまたまた，，，，教師教師教師教師がががが司会役司会役司会役司会役となってとなってとなってとなって活動活動活動活動
をををを促促促促すすすす。。。。
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式，グラフに表し，比例の特徴を理解する。」という目標を達成できる問題にしたことである。６つ

のブラックボックスには比例の規則性を３問入れ，それらを表，式，グラフに表させた。そこから

共通性を探させ，比例の特徴を理解させることにした。２つ目は，生徒の興味・関心や学力に応じ

た問題にしたことである。興味・関心を高めるた

めに，左右の二つの数字の並びから共通の規則性

を発見するという，クイズ形式で考えることので

きるブラックボックスを導入の問題に利用した。

また，生徒の習熟度に対応するためにブラックボ

ックスでは，「右側の数字を３倍したら左側の数字

になる。」という基礎的な規則性から，「右側の数

字を３倍して２をたすと左側の数字になる。」とい

う２年生の学習内容を含む発展的な規則性までを

問題として設定した（前頁図５）。検証授業では，

問題提示から自力解決に向かうときに，多くの生

徒が意欲的に活動した。また，アンケート結果か

らも，問題設定の工夫が生徒の意欲を高めたもの

と考える（図６）。さらに，「学び合い」の学習活

動においては，一次関数の規則性を見付けるとき

や，表，式，グラフの特徴から仲間分けをするような発展的な内容の問題で班の交流が活発になっ

た。このことから，発展的な課題を設定することは，「学び合い」の学習活動の交流を活発にする有

効な手立てであると考えられる。 

(ｳ)  「学び合い」の学習活動に対する手立ての有効性 

個人解決後の「学び合い」の学習活動が深まる手立てと

して，「学び合い」に関するオリエンテーションを単元に入

る前に実施した。このオリエンテーションで「学び合い」

の学習活動を「みんなで解決活動」として，この活動の目

的とルールを説明した（図７）。検証授業では，「学び合い」

に入る前に「班の全員が答えだけでなく，その考え方まで

分かる。」とルールを確認し，活動中にも繰り返し目的とル

ールを班員に伝えた。また，今回の検証授業でのグループ

編成では，男女混合の５人～６人の生活班を利用した。普

段の生活での人間関係を生かして交流することを目的とし

て，今回の班編成を行った。今回が数学の授業での初めて

のグループ活動であったが，これらの手立てにより，６班

中４班で表，式，グラフの多様な考え方でブラックボック

スの仲間分けをしようとした【経験交換ケース】の「学び合い」ができていた。アンケート結果や

生徒の感想「数学は苦手だが，今日の授業は友だちと学習できて，比例について楽しく学習できた。」

「班の人と話し合ったり，自分の意見を聞いてもらったりして，比例の勉強が楽しくなりました。」

からも，班の交流は深まったものと考える。しかし，班のメンバーが５人～６人になると，生徒同

士の交流が班全体に及ぶ場面が余り見られず，２人～３人の交流を残りの班員が聞き役に回る場面

が見られた。そのために，以後の検証授業における班編成を３人～４人のグループ編成で行うこと

にした。 

図６ 検証授業Ⅰ自己評価アンケート 
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質問１

できた だいたいできた 余りできなかった できなかった

質問１　問題に進んで取り組むことができましたか。
質問２　班の友だちに自分の考えを伝えることができましたか。
        また，友だちの考えを聞くことができましたか。
質問３　みんなで解決できましたか。

アンケート対象
（１年生　２９名）

図７ オリエンテーション 

　　　～　　　～　　　～　　　～次次次次のののの単元単元単元単元でのでのでのでの「「「「みんなでみんなでみんなでみんなで解決活動解決活動解決活動解決活動」」」」についてについてについてについて～～～～
１１１１，，，，目的目的目的目的

２２２２，，，，ルールルールルールルール
　　　　

１１１１　　　　数学数学数学数学がががが分分分分かるためにかるためにかるためにかるために友友友友だちにだちにだちにだちに助助助助けてもらうけてもらうけてもらうけてもらう。。。。
　　　　※※※※　　　　人間人間人間人間はははは，，，，年齢年齢年齢年齢にかかわらずにかかわらずにかかわらずにかかわらず，，，，助助助助けけけけ合合合合ってってってって生生生生
　　　　　　　　きているものですきているものですきているものですきているものです。。。。大大大大いにいにいにいに人人人人にににに頼頼頼頼りましょりましょりましょりましょ
　　　　　　　　うううう。。。。
２２２２　　　　自分自分自分自分だけだけだけだけ分分分分かるのではなくかるのではなくかるのではなくかるのではなく，，，，班班班班のみんなののみんなののみんなののみんなの理理理理
　　　　解解解解がががが深深深深まるまるまるまる。。。。
　　　　※※※※　　　　説明説明説明説明をををを聞聞聞聞くくくく人人人人はははは，，，，理解理解理解理解がががが深深深深まるのはまるのはまるのはまるのは当然当然当然当然でででで
　　　　　　　　すがすがすがすが，，，，説明説明説明説明するするするする人人人人もももも人人人人にににに説明説明説明説明することですることですることですることで気付気付気付気付
　　　　　　　　くことくことくことくこと理解理解理解理解がががが深深深深まるということがありますまるということがありますまるということがありますまるということがあります。。。。

１１１１　　　　自分自分自分自分のののの考考考考えをしっかりもつことえをしっかりもつことえをしっかりもつことえをしっかりもつこと。。。。（（（（問題問題問題問題がががが解解解解
　　　　けるだけでなくけるだけでなくけるだけでなくけるだけでなく，，，，どこがどこがどこがどこが分分分分からないかをからないかをからないかをからないかを考考考考えるえるえるえる
　　　　だけでもいいだけでもいいだけでもいいだけでもいいしししし，，，，それがそれがそれがそれが大切大切大切大切。）。）。）。）
２２２２　　　　答答答答えだけでなくえだけでなくえだけでなくえだけでなく，，，，どのようにどのようにどのようにどのように考考考考えてそのえてそのえてそのえてその答答答答ええええ
　　　　をををを出出出出したのかをしたのかをしたのかをしたのかを班班班班のののの全員全員全員全員がががが分分分分かることかることかることかること。。。。（（（（問題問題問題問題
　　　　がががが分分分分からないからないからないからない人人人人はははは友友友友だちをだちをだちをだちを頼頼頼頼ろうろうろうろう。。。。答答答答えをえをえをえを写写写写すすすす
　　　　だけではだけではだけではだけでは，，，，テストテストテストテストでででで解解解解けないけないけないけない。）。）。）。）
３３３３　　　　友友友友だちのだちのだちのだちの考考考考えをえをえをえを簡単簡単簡単簡単にににに否定否定否定否定しないことしないことしないことしないこと。。。。もしもしもしもし
　　　　間違間違間違間違っていてもどこがっていてもどこがっていてもどこがっていてもどこが違違違違うということまできちうということまできちうということまできちうということまできち
　　　　んとんとんとんと説明説明説明説明しようしようしようしよう。（。（。（。（自分自分自分自分とはとはとはとは違違違違うううう意見意見意見意見やややや考考考考えのえのえのえの
　　　　中中中中にににに大切大切大切大切なななな考考考考えがありますえがありますえがありますえがあります。。。。））））
４４４４　　　　質問質問質問質問やややや疑問疑問疑問疑問があったらがあったらがあったらがあったら，，，，先生先生先生先生にににに聞聞聞聞くくくく前前前前にににに班班班班のののの
　　　　友友友友だちにだちにだちにだちに相談相談相談相談しようしようしようしよう。。。。
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エ 検証授業Ⅱ（比例と反比例のまとめ：２時間） 

 (ｱ) 授業の流れ 

「比例と反比例」の章末のまとめとして，２時間続きの問題解

決的な授業を計画した。１時間に「水槽に毎分２ℓずつ水を入れる

ときの時間と水の量」「18ｋｍの道のりを歩くときの時間と速さ」

「最初から８ℓの水が入っている30ℓ入りの水槽に，毎分２ℓずつ水

を入れるときの時間と水の量」という三つの問題を生徒に提示し，

それが比例，反比例，どちらでもないと判断させ，自力解決から

「学び合い」の学習活動までを行った。そして２時間目に各班に

発表させ，その発表に対する，意見の付け加えや質問をもう一度

グループで検討させながら，グループ活動後の学級全体の共有化

を図った。今回のグループ編成は，教室の通常の座席を利用して，

男女混合の３人～４人とした（図８）。 

(ｲ) 問題解決的な授業に対する手立ての有効性 

 問題解決的な授業では，グループの交流で深まった意見や

考えを学級全体で共有化して，よりよい考えに高めていく活

動が重要になる。そこで，生徒が発表に対して考えたことを

他と交流する場を増やすために，まとめの段階で発表に対し

て，再度グループで検討する時間を設定した。今回の検証授

業では，一次関数のグラフで，変域のないグラフを発表して

いたので，その発表に対する修正を，グループで検討させた。

全体では，意見を出せない生徒も，検討の場を少人数のグル

ープに変えたことで，積極的に意見を交流させ，変域を考慮

したグラフにすべての生徒が修正していた。 

(ｳ)  「学び合い」の学習活動に対する手立ての有効性 

「学び合い」の学習活動に対するＴＴによる具体的な支援  

を設定し，検証授業で実施した。ＴＴで支援する班はＴ１と

Ｔ２で４班ずつ分担した。活動の最初の１分間で，班の会話

や活動の様子を４つの視点で観察し，班の観察カードに記録を残した。そして，その視点に基づく

具体的な支援を行った（図９）。授業では，最初の観察で視点の中の【無関心ケース】だった班にＴ

１が，図９で示しているような支援を行った。支援

後は，男子同士，女子同士の「学び合い」が始まり，

一次関数の事象をどちらでもないと判断するときに

は，班員の全体で解決しようとする姿が見られた。

図10は班がどのような学力で構成されているか，ま

たアンケート分析による班内の交流の様子を矢印で

表したものである。これからも各班内の交流は様々

な学力の生徒の中で深まったことが分かる。活動の

交流が深まったことで，個人の考えが広がるととも

に問題に対する理解も深めることができたと考える。 

オ 生徒Ａを通しての考察 
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図９ ＴＴによる具体的な支援 
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    は好きだけど，余り分からなく，授業が楽しくない。」と答えていたが，検証授業Ⅰと検証授業Ⅱ

を通して意欲の面に変化が見られた（図11）。特に，検証授業Ⅱでは，個人で解決できていない問

題でも，他の班員に自分の疑問点を積極的に質問しすべての問題を解決していた。授業後の感想

では「前回は自分で考えることが余りできなかったけど，今回は自分で考えることができた。」と

書いていた。このことから問題解決的

な授業において，自力解決ができない

学力が下位の生徒も，グループ別の「学

び合い」の学習活動を取り入れること

によって，自力解決をあきらめずに意

欲を持続して，主体的に学習に取り組

めると考える。 

 

６ 研究のまとめと今後の課題 

 (1)  研究のまとめ 

    ア 問題解決的な授業の流れを取り入れ，   

問題の設定を工夫することで，従来の  

一斉授業よりも生徒は問題に対して意 

欲的に取り組み，授業に主体的に参加

することができた。 

  イ 自力解決における問題に対する自分 

の考えや疑問をグループで交流させた。これにより生徒は，問題に対する考えを広げたり，理解

を深めたりすることにつながった。特に検証授業Ⅱでのワークシートを分析してみると，「学び合

い」の学習活動を通して，多様な方法で比例や反比例を説明することにつながったことが分かっ

た（図12）。 

  ウ 問題解決的な授業に対す

るＴＴによる支援をモデル

化して実践した。特に，「学

び合い」の学習活動におい

て，Ｔ１とＴ２が共通の視

点で観察を行い，具体的な

支援をする手立てを設定し

た。これにより，Ｔ１とＴ

２で同様の効率的な支援が

可能になり，生徒の交流が

深まった。 

 (2) 今後の課題 

  ア まとめで，学級全体に共有化を図る効率的な方法を工夫する。 

  イ コミュニケーション能力が低い生徒への対応を検討する。 

  ウ 年間を通して，問題解決的な授業を計画的に実践する。 

 

《参考文献》  

  ・  西川 純 『学び合いの仕組みと不思議』 2002 年 東洋出版 

図 11 生徒Ａの検証授業における変容 

質問１　問題に進んで取り組みことができまし
　　　たか。
質問２　先生の助言で，自分で考える活動や班
　　　活動に進んで取り組むことができました
　　　か。
質問３　班の友だちに自分の考えを伝えること
　　　ができましたか。また，友だちの考えを
　　　聞くことができましたか。
質問４　班の友だちの考えを聞き，問題が更に
　　　分かりましたか。
質問５　比例（比例と反比例）がどういうもの
　　　か分かりましたか。
質問６　班の活動はできましたか。

１：できなかった（分からなかった）　
２：余りできなかった（分からなかった）
３：だいたいできた（分かった）
４：できた（分かった）
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質問１　数学の授業で，進んで問題に取り
　　　組むことはありますか。
質問２　数学の授業で，先生からアドバイ
　　　スを受けて進んで活動に取り組んだ
　　　ことはありますか。
質問３　数学は好きですか。
質問４　数学は分かりますか。
質問５  数学の授業は分かりますか。

１：なかった（好きではない，楽しくない，分からない）　
２：余りない（余り好きではない，楽しくない，分からない）
３：時々ある（まあまあ好き，楽しい，分かる）
４：ある（好き，楽しい，分かる）
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図 12 検証授業Ⅱにおける考えの広がり 
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表 グラフ 式

自力解決において，表，グラフ，式のどれから事象を判断したか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（対象生徒：中学校1年生29名）　　複数回答
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表 グラフ 式

学び合い後，表，グラフ，式のどれから事象を判断したか。
　　　　　　　　　　　　　　　　（対象生徒：中学校1年生29名）　　　複数回答

「「「「学学学学びびびび合合合合いいいい」」」」をををを通通通通してしてしてして

人
数

人
数


